
は じ め に

学習指導要領の総則には「各教科等の指導に当たっては、児童がコンピュータや情報通信ネット

ワークなどの情報手段に慣れ親しみ、コンピュータで文字を入力するなどの基本的な操作や情報モ

ラルを身に付け、適切に活用できるようにするための学習活動を充実するとともに、これらの情報

手段に加え視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること」とあります。既に各

学校では情報機器の有効活用にむけて様々な工夫をされていることと思います。本研究会では「川

崎の情報教育」として現在の情報教育の状況を踏まえた上で、理論研究を進め、情報教育の指導法

の研究や学習環境の在り方、情報教育の内容などを示していこうと考えてきました。また、放送・

視聴覚・図書・コンピュータ等を活用した実践研究を行ってきた中で、平成２６年度の研究テーマ

を以下のように設定しました。

「自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして」

～情報活用能力を育てる授業デザイン～

上記研究テーマを具現化するために、授業研究を行い研究推進に努めてきました。今年度は、昨

年度まとめた「情報活用の実践力２０１４川崎版」を検証するねらいで、６年国語科「学級討論会

をしよう」（相手の意図を聞き取り、自分の主張を伝えよう）の単元で、「くみたてる力」に着目し、

課題に沿って主張内容の構成を決め、根拠となる資料を使うタイミングを考える授業をデザインし

ました。

さらに、本研究会は教師のリテラシーを高め、個々のスキルアップに役立つ研修にも力を注ぎ、

川崎市総合教育センターとの共催研修として「やります！手軽なタブレット活用 みんなでチャレ

ンジ！授業デザイン」のテーマで、タブレットＰＣ及び教育ソフトの使い方を解説し、授業の中で

有効活用するための研修を実施しました。図書館教育に関しては、今年も中原図書館にて「団体貸

し出しについて」「本との出会いを通した言語活動」等の内容で研修会を行いました。

加えて、今年度は神奈川県視聴覚・放送教育合同研究大会を川崎市で開催し、麻生市民館にて、

横浜国立大学の野中陽一教授に「ＩＣＴ活用による授業改善」のテーマでご講演をいただきました。

また、長年にわたって実施している読書感想文コンクール・読書感想画コンクールやビデオ映像

創作展といった子どもの豊かな心の育成と表現力の向上に関わる事業にも積極的に取り組み推進し

てきました。

広報活動としては、ホームページや「情報かわら版」（研究会会報）を通して、研究会活動の発信

に努め、共に学び合う体制作りをめざしてきました。

ささやかな内容ですが、ここに研究会の活動を冊子にまとめました。この１年間の会員の研究や

実践の跡をご高覧いただき、ご指導ご示唆をいただければ幸いです。それらを支えとして、「川崎の

情報教育」を更に高めていきたいと考えております。

最後になりましたが、本研究会にいつも変わらぬご理解とご支援を賜りました川崎市教育委員会

の皆様、川崎市総合教育センターの皆様方には深くお礼を申し上げますと共に今後のさらなるご指

導とご協力をお願い申し上げます。

川崎市立小学校情報教育研究会

会長 中田 浩彰
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Ⅰ．研究報告 

１．川崎の情報教育 

 

〇私たちを取り巻く状況について 

今から６年前、平成 20 年 1 月の中央教育審議会答申では、「社会の変化への対応の観点から教

科等を横断して改善すべき事項」の一つとして情報教育が挙げられました。「情報活用能力をは

ぐくむことは、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とともに、発表、記録、要約、報告と

いった知識・技能を活用して行う言語活動の基礎となるもの」として、情報教育の大切さについ

て改めて言及されています。次いで平成 20 年 3 月に文部科学省から告示された新しい学習指導

要領では、各教科で教育内容が改善され、教育の情報化にかかわる内容についても教科指導にお

ける ICT 活用や情報モラル教育など、一層の充実が図られました。 

 

また、新しい学習指導要領のもとで『教科指導における ICT 活用』、『情報教育の体系的な推進』、

『校務の情報化の推進』といった教育の情報化が円滑にかつ確実に実施されるよう具体的な取り

組みを示した「教育の情報化に関する手引」も平成 21 年 3 月に文部科学省より発表され、平成

22 年 10 月には追補版が公表されました。 

 

   

さらに、平成 23年 4 月には今後の学校教育（初等中等教育段階）の情報化に関する総合的な推

進方策をまとめた「教育の情報化ビジョン」が文部科学省から公表されました。 

新しい学習指導要領が完全実施となってから３年目を迎え、川崎市内の市立学校では、ICT 環

境の整備も進み、教室用コンピュータや 50 インチ大型テレビ、電子黒板、教材提示装置、ワイ

ヤレスペンタブレットなどが配置され、『教科指導における ICT 活用』が日常的なものとなりつ

つあります。こうした社会の情報化の進展に伴い、学校教育において ICT の基本的な操作を身に

つけることや必要な情報を主体的に収集・判断・表現するなどの情報活用能力を身につけること

が強く求められています。 

（ 9 ） 各教科等の指導に当たっては、児童がコンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手
段に慣れ親しみ、コンピュータで文字を入力するなどの基本的な操作や情報モラルを身に付け、適切
に活用できるようにするための学習活動を充実するとともに、これらの情報手段に加え視聴覚教材や
教育機器などの教材・教具の適切な活用を図ること。 

（小学校学習指導要領 第１章 第４の２（9）より） 

 
＜＜教育の情報化のポイント＞＞ 
   ○情報教育 
      →子どもたちの情報活用能力の育成 
   ○教科指導における ICT 活用 
      →各教科等の目標を達成するための効果的な ICT 機器の活用 
   ○校務の情報化 
      →教員の事務負担の軽減と子どもと向き合う時間の確保 
 

参考：野中陽一「教育の情報化と著作権教育」2010 年 三省堂 
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教育の情報化に関して平成 23 年度から 25 年度までの 3 年間にわたる実証研究として実施され

た「学びのイノベーション事業」（文部科学省）の報告書では、情報教育のさらなる充実のため

次のような課題を挙げています。 

 

私たちを取り巻くこのような新しい状況の中で、情報教育研究会が果たさなければならない役

割はますます重要なものになってきていると考え、研究を進めています。 

 

 

〇今年度の研究テーマについて 

 私たち情報教育研究会は、発足以来、【図書】【視聴覚】【放送教育】を統合してとらえ情意

面の育成（豊かな心）を図る「川崎の情報教育」に取り組んでいます。その間に社会情勢が変化

したり数度の技術革新が起きたりと、私たちを取り巻く状況は常に変化しています。平成 25 年

6月に閣議決定された第2期教育振興基本計画において、確かな学力を効果的に育成するために

は、ICT の積極的な活用をはじめとする指導方法や指導体制の工夫や改善を通して、協働型・双

方向型の授業革新をすることが示されています。普通教室の教育環境としてのICT 整備が進み、

様々な情報メディアが活用可能になりつつある昨今、従来の方法を生かしつつ大胆な発想の転換

も恐れずに教育の情報化を進められるような学習指導法、つまり「授業デザイン」を提案してい

くことが私たち教員に求められています。 

 そこで、昨年度更新した研究テーマを今年度も引き続き掲げ、実践的な研究活動に取り組むこ

とにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、各学校において、ICT を積極的かつ効果的に活用した質の高い教育を行い、主体的な学

びを実現するためには、（中略）小・中・高等学校の各学校段階を通じた体系的な情報教育を実

施するための教育課程の在り方等について検討する必要がある。 

（文部科学省「学びのイノベーション事業 実践研究報告書）」2014 より） 
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２．今年度の研究 

〇概要 

今年度も、会員のみなさんのニーズに合ったもの、市内の教員に広く発信できるものという

ことはもちろん、自分たちが研究したいことを研究し専門性を高めるという原点に立ち返って

取り組みました。 

 

特に、現行の学習指導要領の中

で子どもたちに情報活用の実践

力を確実に身につけさせること

ができるよう、情報活用能力を

構成する内容について子どもの

活動や学習場面がイメージしや

すい言葉でまとめ、「情報活用能

力（川崎版）」（仮称）を作成し

ました。今年度は取り組みの初

年度として、特に情報活用の実

践力に焦点を絞って作成しまし

た。また、「情報活用能力（川崎

版）」（仮称）の内容と、教科の目標とが大きく一致する単元を重点単元に設定し、重点単元一

覧にまとめました。 

 

〇授業研究会 

  第 1回授業研究会では、「情報活用能力を育成する場面を普段の授業に広める」ための工夫が、   

 具体的にわかる授業づくりを目指しました。 

   7 月２日（水） ６年生 国語 

           相手の意図を聞きとり、自分の主張を伝えよう 「学級討論会をしよう」 

                   授業者 川崎市立梶ヶ谷小学校 禿 信成 教諭 

 また、今年度は神奈川県の放送・視聴覚合同大会を川崎市で開催しました。第 2回授業研究 

会は日程の関係で実施できませんでしたが、この合同大会は川崎の情報教育の実践を市内外に 

発信する良い機会となりました。 

 １１月２１日(金) 神奈川県 放送･視聴覚合同大会 

               （川崎市麻生市民館、はるひ野小中学校を中心に開催） 

 

〇研究成果の還元 

 今年度も、研究会会員はもちろん、市内外の多くの先生方に情報教育の実践を広めたり研究

会の活動を知らせたりするために、「情報かわら版」を随時発行しました。また、研究会 web

サイトでは、「情報かわら版」はもちろん、授業研究会の指導案や研修会の情報のほか、研究

紀要や活動アイディア集など今までの研究成果をご覧いただくことができるようにしました。 

 また、夏季会員研修会や情報・図書の各主任会等、研究会の各事業とも連動して会員の皆さ

んのニーズに応えていけるようにと心がけて取り組みを進めました。 
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 〔情報活用の実践力〕（2014年度  川崎版） 

〇 自分の考えや思いを相手に伝える。 
 
  高： 自分の考えや意図を明確にして，効果的に伝える。 
  高： 発表者の意図を考えながら，情報を受けとる。 
  中： 自分の考えや思いが伝わるように工夫して伝える。 
  低： 自分の考えや思いを発表する。（良さを知る。） 
  特： 自分なりの表現方法で伝える。 

〇 自分の思いや考えを表現する。 
 
  高： 表・グラフ・画像等を効果的に利用して表現する。 
  高： 課題に沿った形式や方法を用いて表現する。 
  中： 自分の思いや考えを，言語化する。 
  低： 自分の思いや考えを，絵や言葉で表現する。 
  特： 自分なりの表現方法であらわす。 

〇 情報の効果的な活用を考え，課題に沿って， 
  内容を構成する。 
 
  高：発表方法を意識し，情報の効果的な活用を考えて内容を構成する。 

  中：表現方法を意識し，比較・分類した内容を課題に沿って構成する。 
  低：伝えたいことを意識し，「はじめ・中・おわり」の順序で内容を構成する。 
  特： 「なかまわけ」されたものをまとめたり，並べかえたりする。 

〇 課題に沿って，情報を整理する。 
 
  高： 情報を比較・分類・関連づけして整理する。 
  中： 情報を比較したり分類したりして整理する。 
  低： 情報がもつ特徴をみつけて整理する。 
  特： 比べて相違点をみつける。 

〇 課題に沿って，必要な情報を集める。 
 
  高： 適切な手段を選んで，情報を集める。 
  中： インターネットやアンケートを使って，情報を集める。 
  低： 実体験や本，インタビューで，情報を集める。 
  特： 周りからの情報を聞いたり，体験したりすることで 
    情報を集める。 

つ
た
え
る
力 

あ
ら
わ
す
力 

く
み
た
て
る
力 
な
か
ま
わ
け
す
る
力 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
つ
め
る
力 

発信 
受信 
交流 
説得力 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

表現方法 
 

相手意識 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

構想 
構成 
編集 
順序 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

判断 
整理 
分類 
比較 
関連づけ 

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

収集 
取材 
検索  

ｷｰﾜｰﾄﾞ 

2015年2月版 



≪
情
報
活
用
の
実
践
力
を
育
成
す
る
重
点
単
元
一
覧
≫

 
 

 
 

 
単

元
名

 （
時
数
） 
（情
報
活
用
の
実
践
力
を
育
成
す
る
活
動
内
容
） 

 
 

 
国
語
科

 
・ 
算
数
科

 
 
・ 
生
活
科

 
 

 
・ 
総
合
的
な
学
習
の
時
間

 
 
２
０
１
４
年
度
２
月
版

 

 
１
年
生
 

２
年
生
 

３
年
生
 

４
年
生
 

５
年
生
 

６
年
生
 

 
お

み
せ

や
さ

ん
ご

っ
こ

を
し

よ
う
⑧
（売
る
品
物
の
よ
さ
が

わ
か
る
ち
ら
し
を
つ
く
り
，
売
り
手
と
買
い
手
に
な
っ
て
，
お

店
の
商
品
に
つ
い
て
や
り
と
り
す
る
。
） 

あ
っ

た
ら

い
い

な
こ

ん
な

も
の
⑭
（自
分
の
考
え
た

事
物
の
説
明
を
し
た
り
，
説
明
を
聞
い
て
感
想
を
述

べ
た
り
す
る
。
） 

み
ん

な
で

き
め

よ
う
⑥
（話
し
合
い
と
発
表
の
共
通

点
や
相
違
点
を
意
識
し
な
が
ら
，
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
う
。
） 

わ
た

し
た

ち
の

学
校

行
事
⑭
（丁
寧
な
言
葉
で
，

筋
道
を
立
て
て
相
手
意
識
を
も
っ
て
話
す
。
） 

し
り

ょ
う

か
ら

わ
か

っ
た

こ
と

を
発

表
し

よ
う
⑦

（資
料
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
に
つ

い
て
，
筋
道
を
立
て
て
伝
え
る
。
） 

よ
い

聞
き

手
に

な
ろ

う
④
（話
の
中
心
を
は
っ
き

り
さ
せ
て
出
来
事
の
報
告
や
説
明
を
し
た
り
，
そ
れ
を

聞
い
て
感
想
を
述
べ
た
り
質
問
し
た
り
す
る
。
） 

だ
れ

も
が

か
か

わ
り

合
え

る
よ

う
に
⑮
（理
由
や
事
例

な
ど
を
挙
げ
な
が
ら
筋
道
を
立
て
，
話
し
方
の
工
夫
を

考
え
て
相
手
意
識
を
も
っ
て
伝
え
る
。
） 

豊
か

な
言

葉
の

使
い

手
に

な
る

た
め

に
は
⑭
（自
分

の
考
え
を
ま
と
め
て
，
グ
ル
ー
プ
で
討
論
す
る
。
） 

す
い

せ
ん

し
ま

す
⑥
（理
由
を
明
確
に
し
て
，
推
薦
し

た
り
，
そ
れ
を
聞
い
た
り
す
る
。
） 

町
を

よ
り

よ
く
し

よ
う

！
⑳
（情
報
機
器
を
効
果
的
に

用
い
て
、
自
分
の
意
図
や
考
え
を
明
確
に
伝
え

る
。
） 

学
級

討
論

会
を

し
よ

う
⑦
（対
立
す
る
立
場
の
論
点
や
争

点
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
な
が
ら
，
ル
ー
ル
に
則
っ
て
，
相
手

の
意
図
を
聞
き
取
り
，
自
分
の
主
張
を
伝
え
る
。
） 

「平
和

」に
つ

い
て

考
え

る
⑭
（根
拠
を
明
確
に
も
ち
，
資

料
を
使
い
な
が
ら
意
見
文
を
書
き
，
ス
ピ
ー
チ
す
る
。
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
も

う
す

ぐ
2

年
生
⑨
（自
分
の

1
年
間
を
振
り
返
り
，
作
文

や
カ
ー
ド
な
ど
に
表
す
。

 

 １
０

よ
り

大
き

い
か

ず
⑩
（も
の
の
個
数
を
絵
や
図
な
ど

で
整
理
し
て
あ
ら
わ
す
。
） 

 

か
ん

さ
つ

名
人

に
な

ろ
う
⑫
（観
察
し
た
こ
と
を
か
ん

さ
つ
き
ろ
く
文
に
表
す
。
） 

楽
し

か
っ

た
よ

，
二

年
生
⑫
（経
験
し
た
こ
と
か
ら
書

く
こ
と
を
決
め
，
構
成
を
考
え
な
が
ら
書
く
。
） 

あ
し

た
へ

ダ
ッ

シ
ュ
⑫
（自
分
の
成
長
を
ふ
り
返
り
，

表
す
。
） 

本
は

と
も

だ
ち
⑥
（お
す
す
め
の
本
を
紹
介
す
る
た

め
に
，
文
章
や
図
表
な
ど
を
引
用
し
た
り
，
要
約
し
た
り

し
て
，
ス
ピ
ー
チ
の
メ
モ
を
作
る
。
） 

食
べ

物
の

ひ
み

つ
を

教
え

ま
す
⑥
（事
例
を
挙

げ
て
説
明
す
る
文
章
を
書
く
。
） 

本
で

調
べ

て
ほ

う
こ

く
し

よ
う
⑯
（疑
問
に
思
う
こ

と
に
つ
い
て
，
本
で
調
べ
て
報
告
書
を
書
く
。
） 

本
は

友
だ

ち
⑥
（効
果
的
な
挿
絵
や
言
葉
の
引
用
を
用

い
た
り
，
そ
れ
ら
の
配
置
を
工
夫
し
た
り
し
て

,本
の
良
さ

が
伝
わ
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
る
。
） 

の
は

ら
の

な
か

ま
に

な
っ

て
④
（自
分
が
構
想
し
た
こ

と
や
友
達
の
意
見
を
も
と
に
し
て
詩
を
作
る
。
） 

三
つ

の
お

願
い
⑨
（考
え
と
根
拠
の
関
係
に
注
意
し
，

段
落
の
構
成
を
考
え
て
感
想
文
を
書
く
。
） 

仕
事

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
つ

く
ろ

う
⑦
（書
こ
う
と
す
る
こ
と
の

中
心
を
明
確
に
し
て
，
写
真
と
文
章
を
対
応
さ
せ
な
が

ら
，
段
落
相
互
の
関
係
に
注
意
し
て
書
く
。
） 

こ
と

わ
ざ

ブ
ッ

ク
を

作
ろ

う
⑮
（こ
と
わ
ざ
を
集
め
て
，
構
成

を
考
え
な
が
ら
，
こ
と
わ
ざ
に
つ
い
て
の
本
を
作
る
。
） 

グ
ラ

フ
や

表
を

引
用

し
て

書
こ

う
⑤
（引
用
し
た
統
計

資
料
を
根
拠
と
し
て
，
意
見
文
を
書
く
。
） 

わ
た

し
た

ち
の

「図
書

館
改

造
」提

案
⑥
（提
案
す
る

文
章
の
型
を
理
解
し
，
読
む
人
に
提
案
の
理
由
や
ア

イ
デ
ィ
ア
が
伝
わ
る
よ
う
に
提
案
書
を
書
く
。
） 

物
語

を
作

ろ
う
⑥
（読
み
手
を
意
識
し
な
が
ら
，
構
成

や
表
現
を
工
夫
し
て
物
語
を
作
る
。
） 

円
グ

ラ
フ

と
帯

グ
ラ

フ
④
グ
ル
ー
プ
や
全
体
で
グ
ラ
フ

の
特
徴
や
目
的
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
根
拠
を
も
っ

て
適
切
な
グ
ラ
フ
を
選
び
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

 

こ
の

絵
，

私
は

こ
う

見
る
④
（事
実
と
感
想
，
意
見
な
ど
を

区
別
す
る
と
と
も
に
，
目
的
や
意
図
に
応
じ
た
文
章
を
書

く
。
） 

わ
た

し
と

本
・森

へ
⑧
（考
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
，
書
く
こ
と

を
決
め
，
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
，
書
く
事
柄
を
収
集

し
，
全
体
を
見
通
し
て
事
柄
を
整
理
し
な
が
ら
文
章
を
書

く
。
） 

自
分

を
見

つ
め

直
し

て
⑦
（事
実
と
感
想
・意
見
な
ど
を

区
別
し
な
が
ら
随
筆
を
書
く
。
） 

 
お

は
な

し
き

い
て
⑤

(身
近
な
こ
と
で
相
手
に
伝
え
た
い

情
報
を
，
事
柄
の
順
序
に
気
を
つ
け
て
文
章
を
構
成
す

る
。

) 

お
話

の
さ

く
し

ゃ
に

な
ろ

う
⑧
（「
は
じ
め
・中
お
わ
り」
の
構

成
を
意
識
し
て
，自
分
で
想
像
し
た
お
話
を
考
え
る
。）

 

ど
う

ぶ
つ

園
の

じ
ゅ

う
い
⑨
（説
明
文
を
読
み
，
構

成
を
意
識
し
て
，
簡
単
な
感
想
文
を
書
く
。
） 

友
だ

ち
の

こ
と

知
り

た
い

な
⑧
（友
達
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
て
，構
成
を
考
え
て
紹
介
し
た
い
こ
と
を
文
章
に
書
く。
） 

お
も

ち
ゃ

の
作

り
方
⑧
（絵
と
文
で
お
も
ち
ゃ
の
作
り

方
を
説
明
す
る
文
章
を
構
成
す
る
。
） 

気
に

な
る

記
号
⑫
（疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
調
べ
，

報
告
す
る
文
章
の
書
き
方
に
沿
っ
て
内
容
を
構
成
す

る
。
） 

物
語

を
書

こ
う
⑦
（民
話
や
物
語
の
話
の
組
み

立
て
を
参
考
に
し
て
文
章
を
構
成
す
る
。
） 

か
る

た
⑧
（各
段
落
で
中
心
と
な
る
語
や
文
を
と

ら
え
，
引
用
し
た
り
，
小
見
出
し
を
つ
け
て
整
理

し
た
り
し
て
，
文
章
の
構
成
を
考
え
る
。
） 

 

読
書

生
活

に
つ

い
て

考
え

よ
う
⑫
（知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
必
要
な
事
柄
を
工
夫
し
て
調
べ
，
方
法
・結
果
・結
果
か
ら
考

え
た
こ
と
を
明
確
に
し
て
報
告
書
の
内
容
を
構
成
す
る
。
） 

聞
き

取
り

メ
モ

の
工

夫
⑥
（目
的
や
必
要
に
応
じ
て
情

報
を
聞
き
分
け
，
要
点
を
考
え
て
メ
モ
す
る
。
） 

新
聞

を
作

ろ
う
⑤
（新
聞
の
作
り
方
と
特
徴
を
知
り

,記
事

を
決
め
，
伝
え
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
割
り
付

け
を
し
た
り
見
出
し
を
つ
け
た
り
す
る
。
） 

新
聞

を
読

も
う
②
（編
集
の
し
方
や
記
事
の
書
き
方
に

注
意
し
て
新
聞
の
報
道
記
事
を
読
む
。
） 

き
い

て
，き

い
て

，き
い

て
み

よ
う
④
（収
集
し
た
情
報
を
関
連
づ

け
，目
的
や
意
図
に
応
じ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
構
成
す
る
。）

 

次
へ

の
一

歩
 -

活
動

報
告

書
⑩
（事
実
と
感
想
や
意
見
と
を
区
別
し

た
り，
目
的
や
意
図
に
応
じ
て
詳
述
す
る
内
容
と
略
述
す
る
内
容
を
分

け
た
りす
る
構
成
の
工
夫
を
し
て
，活
動
報
告
書
を
編
集
す
る
。）

 

21
世
紀
を
守
り
ぬ
け
⑯
（情
報
の
伝
え
方
に
は
様
々
な
方
法

が
あ
る
こ
と
を
知
り、
情
報
の
効
果
的
な
活
用
の
仕
方
を
考
え
、課
題

に
沿
っ
て
内
容
を
構
成
す
る
。）

 

よ
う

こ
そ

，
わ

た
し

た
ち

の
町

へ
⑫
（パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作

る
た
め
に
，
必
要
な
情
報
を
集
め
，
効
果
的
な
構
成
や

材
料
の
配
置
，
記
述
を
考
え
て
編
集
す
る
。
） 

今
，

わ
た

し
は

，
ぼ

く
は
⑥
（伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
決

め
，
伝
え
る
相
手
や
目
的
を
意
識
し
な
が
ら
，
ス
ピ
ー
チ

の
内
容
を
構
成
す
る
。
） 

 
あ

つ
ま

れ
ふ

ゆ
の

こ
と

ば
⑩
（身
の
回
り
か
ら
冬
に
関
す

る
言
葉
を
集
め
な
か
ま
わ
け
し
，
か
る
た
を
つ
く
る
。
） 

く
ち

ば
し
⑨
（く
ち
ば
し
の
特
徴
を
見
つ
け
，
説
明
の
順
序

や
内
容
を
考
え
て
整
理
す
る
。
） 

み
い

つ
け

た
⑧
（問
い
に
対
す
る
答
え
を
分
類
す
る
。
） 

じ
ど

う
車

くら
べ
⑩
（自
動
車
の
特
徴
を
「し
ご
と
」と
「つ
く
り
」

に
分
け
る
。
） 

ど
う

ぶ
つ

の
赤

ち
ゃ

ん
⑭
（図
鑑
の
中
か
ら
「生
ま
れ
て
き
た

ば
か
り
の
様
子
」と
「大
き
く
な
っ
て
い
く
様
子
」に
あ
た
る
部
分
を

分
け
て
書
き
抜
く
。
） 

き
み

た
ち

は
「図

書
館

た
ん

て
い

だ
ん

」⑥
（図
書

室
の
本
の
分
け
方
や
並
べ
方
に
つ
い
て
調
べ
た
こ

と
を
整
理
す
る
。

) 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
こ

ん
な

い
し

を
み

つ
け

た
よ
⑤

(目
で
見
て
わ
か
る
こ
と
や

手
で
さ
わ
っ
て
わ
か
る
こ
と
を
情
報
と
し
て
集
め
る
。

) 

か
け

る
よ

う
に

な
っ

た
⑥
（絵
日
記
，
手
紙
の
材
料
を
集
め
る
。
） 

し
ら

せ
た

い
な

，
見

せ
た

い
な
⑨
（家
の
人
や
友
達
に
知

ら
せ
た
い
学
校
の
中
の
様
子
を
集
め
る
。
） 

い
い

こ
と

い
っ

ぱ
い

1
年

生
⑩
（1
年
生
を
ふ
り
か
え
り
，

思
い
出
作
文
を
書
く
た
め
の
必
要
な
事
柄
を
集
め
る
。

 

は
る

と
と

も
だ

ち
⑩
・な

つ
と

と
も

だ
ち
⑧

 

あ
き

と
と

も
だ

ち
⑭
・ふ

ゆ
と

と
も

だ
ち
⑩

 

（身
近
な
自
然
か
ら
，
季
節
感
の
あ
る
も
の
を
探
し
，
カ
ー

ド
に
書
き
出
し
て
集
め
る
。
） 

今
週

の
ニ

ュ
ー

ス
④
（身
近
な
こ
と
を
も
う
一
度
見
直

し
て
，
知
ら
せ
た
い
こ
と
を
集
め
る
。
） 

ま
ち

は
た

か
ら

ば
こ
⑯
（ま
ち
の
よ
さ
を
探
す
。
） 

す
ご

い
ぞ

！
！

大
豆

パ
ワ

ー
㊵
（図
書
資
料
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
資
料
か
ら
、
自
分
に
必
要
な

情
報
を
選
ぶ
。
） 

 
 

 

つ
 

た
 

え
 

る
 

力
 

あ ら わ す
 

力
 

く み た て る
 

力
 

な
 

か
 

ま
 

わ
 

け
 

す
 

る
 

力
 

あ つ め る
 

力
 

〔 
こ

の
表

で
用

い
ら

れ
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い
る

単
元

名
は

，
次

の
教

科
書

（出
版

社
）を

参
考

に
し

て
い

ま
す

： 
国

語
科

（光
村

図
書

出
版

） 
, 

 
生

活
科

（教
育

出
版

） 
〕 
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３．実践報告 

（１）授業実践 

   【第1回授業研究会】 

自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして 

～情報活用能力を育てる授業デザイン～ 

 

第６学年２組 国語科学習指導案 

指導者 川崎市立梶ヶ谷小学校 禿 信成 

 

１．日時・場所 平成２６年 ７月２日（水） ６年２組教室 

２．単元名 相手の意図を聞き取り、自分の主張を伝えよう 『学級討論会をしよう』 

３．単元の目標 

◎討論会の話題に沿って、話し手の意図をとらえながら聞き、自分の考えと比べるなどして考え 

をまとめることができる。 

◎互いの立場や意図をはっきりさせながら、計画的に話し合うことができる。 

〇討論会における言葉の使い方などについて関心をもつことができる。 

４．評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 

話す・聞く能力 言語についての 

知識・理解・技能 

○討論の形式や話題に興味を

もち、積極的に参加しようとし

ている。 

○話題に対する自分の考え方、

感じ方を表している。（１）ア 

○討論会の順序や進め方の調

整、対立の調整が必要なことを

理解し、話し合っている。 

○自分の主張・根拠と対比しな

がら聞いている。 

○ 語感や言葉の使い方を意識

して話している。 

○ 場に応じた丁寧な言葉遣い

で話している。 

 

５.単元と児童 

(１) 単元について 

本単元は、自分の主張したいことを決め、根拠となる意見や資料を示して自分たちが主張したい

ことを述べ合う。また、討論を聞くという立場で参加するディベート式の学習である。ディベート

8



は立場の違いが肯定か否定かとはっきりしているため、攻撃的な議論を生みやすい。そのような場

を経験することで、感情を害するような言動を慎み、相手の言動を落ち着いて把握しようとする態

度も育てるように配慮したい。また討論の目的は相手を打ち負かすということではなく、中立の立

場の人に納得てしてもらうことが最大の目的であるということをしっかり押さえていきたい。 

 

(２) 児童について 

昨年度『自分の考えをまとめて、討論をしよう』「豊かな言葉の使い手になるためには」の学習

では、自分が豊かな言葉の使い手だと思う人物について調べたことや考えたことについて討論をす

る活動を経験している。この経験を踏まえ、ここでは対立する立場の論点や争点をはっきりとさせ

ながら、ルールに沿って討論する力の獲得を目ざしたい。また、自分の考えや思いを表現すること

が苦手な子も多いため、５月の「生き物はつながりの中に」では段落ごとの筆者の考えを要約する

ことを課題として、グループで意見交流をし、一つにまとめたものをホワイトボードを使って発表

する学習を行ってきた。本単元の「話すこと･聞くこと」をねらいにおいた討論会の学習は、自分

の考えや理由をみんなの前で話すことで、友だちの意見にも耳を傾け、それによって自分の考えを

見直したり深めたりすることができるようになっていってもらいたいと願う。 

 

６．手立て 

（１）本授業に向けての取り組みについて 

・グループを１０人１組の３グループ編成とした。 

・どのグループも３者（肯定・否定・聞く）の立場で討論会に参加できるようにするために、以

下の日程で組んだ。また、調べ学習の前にグループごとに集まって相談する時間を取り入れた。 

 Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ 

作戦１ 
動物園の動物は幸せ/肯定 動物園の動物は幸せ/否定 暮らすなら沖縄県より北海道がよい/肯定 

作戦２ 

１回目討論会 ①「動物園の動物は幸せである」 聞く 

作戦１ 
暮らすなら沖縄県より北海道がよい/否定 ６年生になったらお弁当を作るべき/肯定 ６年生になったらお弁当を作るべき/否定 

作戦２ 

２回目討論会 ②「暮らすなら沖縄県より北海道がよい」 聞く ②「暮らすなら沖縄県より北海道がよい」 

３回目討論会 聞く ③「６年生になったらお弁当を作ってくるべき」 

（２）討論会の流れを以下のように設定した。1グループの人数が１０人ということで⑤の自由討
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論の場を取り入れ多くの子が意見を言えるようにした。 

①司会から       ②初めの主張（肯定）   ③初めの主張（否定） 

④質問（聞く側）    ⑤自由討論        ⑥最後の主張（肯定） 

⑦最後の主張（否定）  ⑧まとめの意見（聞く側） 

 

（３）ヒントカードの作成（３者の立場） 

それぞれの立場での進行に関する主なせりふを書いたヒントカードを事前につくったこ

とでそれぞれの役割になった児童が安心して討論会に参加できるようにした。 

 

（４）日常的な取り組みについて 

情報活用の実践力を育てるために 

・朝の会での日直のプレゼン 

１枚の写真を準備し、それについてプレゼンすることで自分

の思いや考えを伝える。一番伝えたいことをしっかりと決める

ことでそれを相手に分かりやすく話すことに指導の重点を置い

た。 

聞いている側の質問だけではなく、プレゼンターも質問する

など相互に聞きあいの活動が見られてきた。また、プレゼンターは予想される質問をあらか

じめ想定するなど発展的な取り組みも見られるようになってきた。家庭において保護者にプ

レゼンをして質問を考えてきたり、写真を撮った場所、時間やその状況について詳しく調べ

てきたりする子が多く見られるようになった。 

 

・ホワイトボードの活用 

Ａ２サイズ（420×594）の大きめのものを班の数

だけ用意し、日常的に使ってきた。算数では、自分

の考えはノートに書き、班で考えるときにノートを

持ち寄ってホワイトボードに書きこみ、それをみん

なに発表する。自分の意見を伝えるだけでなく、人

の意見と比べることが視覚的にも容易にできるようになった。また、学年の実行委員会など

10



に自ら持っていき、そこで話し合われたことを書き、学級で伝える際に役立てている児童の

姿も見られるようになった。 

ホワイトボードの裏にはプレゼンや話をする際に気をつけたいことを書いた紙を貼った

ことで、共通の意識をもって人に伝えることができるようになってきた。 

 

また左の写真のように譜面台にホワイトボードを乗せて発表するな

ど児童自ら工夫がみられるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ機器の活用 

 ５０インチテレビや教材提示装置を使うことで、課題の提示や考えの焦点化ができるようにな

った。また教材提示装置をワイヤレスのものを使うことで自分たちの場所ですぐに提示できる。

その他にもデジタルカメラを使って資料の写真をとってそれをテレビに映し出すことで考えの

根拠として提示するなどの活用も図ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11



本
単
元
で
育
て
た
い
情
報
活
用
の
実
践
力
 

【
つ
た
え
る
力
】
対
立
す
る
立
場
の
論
点
や
争
点
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
な
が
ら
、
ル
ー
ル
に
則
っ
て
、
相
手
の
意
図
を
聞
き
取
り
、
自
分
の
主
張
を
伝
え
る
。
 

７
．
指
導
計
画
 
全
９
時
間
 

次
 
時

 
評
価
規
準
 

主
な
学
習
活
動
 

学
習
活
動
ご
と
の
育
て
た
い
【
情
報
活
用
の
実
践
力
】
 
☆
手
立
て
 

１
 

１
 

 

（
関
）
音
声
資
料
を
聞
き
、
討
論
会
の
進
め
方
を
理
解

し
、
よ
い
主
張
の
仕
方
、
質
問
の
仕
方
に
気
づ

い
て
い
る
。
 

・
討
論
会
の
ね
ら
い
や
準
備
、
役
割
分
担
、
進
め
方
に
つ
い
て
理
解
し
、

学
習
の
見
通
し
を
も
つ
。
 

・
音
声
資
料
の
活
動
モ
デ
ル
を
聞
き
、
討
論
会
の
進
め
方
を
確
か
め
る
。
 

☆
教
材
文
を
読
み
、
討
論
会
の
ね
ら
い
や
準
備
に
な
ど
つ
い
て
確
か
め
る
。
 

☆
学
習
の
進
め
方
（
学
習
計
画
）
を
示
す
。
 

☆
教
科
書
付
属
の

CD
に
あ
る
学
級
討
論
会
の
モ
デ
ル
を
聞
き
な
が
ら
以
下
の
点
に
気
づ
け
る
よ
う
に
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
取
る

よ
う
に
す
る
。
 

○
討
論
会
の
流
れ
 

○
３
者
の
立
場
、
発
言
の
仕
方
、
聞
き
方
、
質
問
の
仕
方
 

２
 

２
 

       ３
 

      ４
 

       ５
 

⑥
 

７
 

８
 

（
話
・
聞
）
対
立
す
る
二
つ
の
立
場
に
立
っ
て
、
ど
ち

ら
の
考
え
も
も
っ
て
い
る
。
 

      （
話
・
聞
）
話
題
に
対
し
て
、
資
料
や
情
報
を
集
め
、
主
張

に
対
す
る
確
か
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。

 

     （
話
・
聞
）
討
論
会
の
形
式
に
沿
っ
て
，
討
論
を
し
て
い
る
。
 

（
話
・
聞
）
発
言
者
の
主
張
と
根
拠
を
，
自
分
の
意
見
と
比
べ
な
が

ら
聞
い
て
い
る
。

 

（
話
・
聞
）
討
論
会
の
意
義
と
、
よ
り
よ
い
討
論
の
聞
き
方
や
主
張

の
し
か
た
を
理
解
し
て
い
る
。

 

（
関
）
討
論
の
形
式
や
話
題
に
興
味
を
も
ち
、
積
極
的
に
参

加
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

 ※
第
２
時
に
同
じ
 

※
第
３
時
に
同
じ
 

※
第
４
時
に
同
じ
 

※
第
４
時
に
同
じ
 

 

・
相
手
を
説
得
す
る
材
料
を
集
め
る
。
 

①
話
題
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
確
認
す
る
。
 

②
本
番
で
の
役
割
分
担
を
す
る
。
 

③
自
分
た
ち
の
主
張
を
文
章
化
す
る
（
原
案
）
 

④
根
拠
と
し
た
い
も
の
を
挙
げ
、
調
べ
る
。
 

⑤
予
想
さ
れ
る
反
論
を
話
し
合
う
。
 

⑥
⑤
に
対
す
る
反
論
を
考
え
る
。
 

 

・
学
級
討
論
会
の
準
備
を
す
る
。
 

①
 集

め
た
材
料
を
箇
条
書
き
に
す
る
。
 

②
 意

見
を
整
理
し
て
文
章
に
す
る
。（

初
め
の
主
張
・
最
後
の
主
張
）
 

③
 予

想
さ
れ
る
相
手
の
反
論
に
対
す
る
答
え
を
ま
と
め
る
。
 

  ・
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
１
回
目
の
学
級
討
論
会
を
行
う
。
 

討
論
会
を
ふ
り
か
え
り
、
気
が
つ
い
た
こ
と
を
共
有
す
る
。

 

       ・
グ
ル
ー
プ
（
立
場
）
と
テ
ー
マ
を
か
え
て
、
相
手
を
説
得
す
る
材
料
を
集
め
る
。

 

・
グ
ル
ー
プ
（
立
場
）
と
テ
ー
マ
を
か
え
て
、
２
・
３
回
目
の
学
級
討
論
会
の
準
備
を
行
う
。 

・
２
回
目
の
学
級
討
論
会
を
行
う
。
 

・
３
回
目
の
学
級
討
論
会
を
行
う
。
 

☆
学
級
を
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
立
場
）
に
分
け
る
（
肯
定
・
否
定
・
聞
く
）
。
 

教
科
書
で
の
例
示
を
参
考
に
し
、
前
提
が
明
確
で
肯
定
・
否
定
ど
ち
ら
の
立
場
も
互
角
の
説
得
材
料
が
考
え
ら
れ
る
も
の
、

児
童
が
具
体
的
に
考
え
を
も
て
そ
う
な
も
の
を
討
論
会
の
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。
予
定
さ
れ
る
討
論
会

の
数
だ
け
の
話
題
に
絞
る
。
 

【
あ
つ
め
る
力
】
課
題
に
沿
っ
て
、
客
観
的
な
誰
も
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
説
得
材
料
を
集
め
る
。

 

☆
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
全
員
が
課
題
を
共
有
し
な
が
ら
、
分
担
し
て
資
料
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

☆
自
主
学
習
ノ
ー
ト
で
の
取
り
組
み
を
生
か
し
て
、
意
欲
を
継
続
し
て
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

【
く
み
た
て
る
力
】
課
題
に
沿
っ
て
主
張
内
容
の
構
成
を
決
め
、
「
根
拠
と
な
る
資
料
」
を
使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
。
 

☆
強
調
し
た
い
こ
と
は
具
体
物
や
具
体
的
な
経
験
を
述
べ
て
説
得
力
を
高
め
た
主
張
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

☆
主
張
が
よ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
，
次
の
観
点
で
話
し
合
う
よ
う
に
す
る
。

 

○
理
由
と
主
張
の
関
係

 
 
 
○
使
う
と
よ
い
材
料

 
 
 
 
○
組
み
立
て
方

 

○
表
現
で
工
夫
す
る
と
こ
ろ
 
○
想
定
さ
れ
る
質
問
と
答
え

 

☆
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
で
は
各
自
が
書
い
た
も
の
を
持
ち
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

 【
つ
た
え
る
力
】
互
い
の
立
場
や
意
図
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
が
ら
、
討
論
会
の
形
式
に
沿
っ
て
話
し
合
う
。

 

【
つ
た
え
る
力
】
根
拠
と
な
る
事
実
や
資
料
を
提
示
し
な
が
ら
自
分
の
主
張
が
伝
わ
る
よ
う
に
発
表
し
た
り
、
討
論
の
筋
道

に
沿
っ
て
相
手
の
意
見
を
聞
き
取
っ
た
り
す
る
。

 

 

☆
討
論
を
す
る
と
き
に
意
識
す
べ
き
こ
と
を
お
さ
え
る
（
教
科
書

P
4
7「

た
い
せ
つ
」
）

 

○
議
論
の
筋
道
に
沿
っ
て
発
言
す
る
。
 

○
説
得
力
の
あ
る
話
し
方
を
工
夫
す
る
。（

意
見
を
先
に
、
理
由
を
後
に
話
す
。）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
体
験
や
具
体
例
を
入
れ
て
話
す
。）

 

○
相
手
の
主
張
や
、
質
問
に
対
す
る
答
え
を
よ
く
聞
き
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
発
言
す
る
。

 

○
互
い
の
立
場
の
、
一
番
の
違
い
は
何
か
を
考
え
な
が
ら
聞
く
。
 

☆
討
論
会
に
向
け
て
用
意
す
る
情
報
機
器
等
：
５
０
イ
ン
チ
Ｔ
Ｖ
・
教
材
提
示
装
置
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど

 

 

３
 

９
 

（
言
）
言
葉
の
使
い
方
に
関
す
る
感
覚
に
つ
い
て
関
心
を
も

ち
、
伝
え
に
く
い
こ
と
を
伝
え
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
を
理
解
し
て
い
る
。

 

・
伝
え
に
く
い
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
に
つ
い
て
考
え
る
。
 

【
つ
た
え
る
力
】
相
手
に
自
分
の
意
図
が
正
確
に
伝
わ
り
，
冷
静
に
受
け
と
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
，
言
葉
や
表
現
を
選
ん
で
伝
え
る
。 

☆
自
分
の
経
験
と
重
ね
て
教
材
文
を
読
み
，
自
分
な
ら
ど
う
言
う
か
場
面
を
想
定
し
て
２
人
組
で
実
際
に
行
っ
て
み
て
、

感
想
を
交
流
す
る
よ
う
に
す
る
。
 

  



８
．
本
時
の
指
導
（
５
／
９
）

 

（
１
）
本
時
の
目
標

 
 
学
級
討
論
会
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
２
）
本
時
で
育
て
た
い
情
報
活
用
の
実
践
力
 

 
【
く
み
た
て
る
力
】
課
題
に
沿
っ
て
主
張
内
容
の
構
成
を
決
め
、
「
根
拠
と
な
る
資
料
」
を
使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
。

 

（
３
）
本
時
の
展
開
 
 

主
な
学
習
活
動
 

学
習
活
動
ご
と
の
育
て
た
い
【
情
報
活
用
の
実
践
力
】
 
☆
手
立
て
 

１
．
本
時
の
め
あ
て
を
確
認
す
る
。
 

   作
戦
会
議
の
内
容
に
つ
い
て
 

①
 役

割
分
担
を
す
る
。
 

②
 調

べ
て
き
た
こ
と
を
お
互
い
に
確
認
す
る
 

 

２
．
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
相
談
し
て
討
論
会
の
準
備
を
す
る
。

 

③
 集

め
た
材
料
を
箇
条
書
き
に
す
る
。
 

④
 意

見
を
整
理
し
て
文
章
に
す
る
。（

初
め
の
主
張
・
最
後
の
主
張
）
 

⑤
 予

想
さ
れ
る
相
手
の
反
論
に
対
す
る
答
え
を
ま
と
め
る
。
 

    ３
．
次
時
の
内
容
を
確
認
し
、
本
時
の
ふ
り
返
り
を
行
う
。

 

        【
く
み
た
て
る
力
】
課
題
に
沿
っ
て
主
張
内
容
の
構
成
を
決
め
、
「
根
拠
と
な
る
資
料
」
を

使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
。

 

☆
強
調
し
た
い
こ
と
は
具
体
物
や
具
体
的
な
経
験
を
述
べ
て
説
得
力
を
高
め
た
主
張
を
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

☆
主
張
が
よ
り
説
得
力
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
、
次
の
観
点
で
話
し
合
う
よ
う
に
す
る
。
 

○
理
由
と
主
張
の
関
係

 
 
 
○
使
う
と
よ
い
材
料

 
○
組
み
立
て
方
 

○
表
現
で
工
夫
す
る
と
こ
ろ
 
○
想
定
さ
れ
る
質
問
と
答
え

 

○
質
問
し
た
い
こ
と
 

☆
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
で
は
各
自
が
書
い
た
も
の
を
持
ち
よ
っ
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

等
に
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
 

☆
意
欲
を
継
続
す
る
た
め
に
も
、
説
得
材
料
は
引
き
続
き
調
べ
て
く
る
こ
と
を
伝
え
、
次

時
ま
で
に
自
主
学
習
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
く
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

評
価
規
準
 

 
 
（
話
・
聞
）
話
題
に
対
し
て
、
資
料
や
情
報
を
集
め
、
主
張
や
質
問
に
対
す
る
確
か
な
根
拠
を
も
っ
て
い
る
。
 

学
級
討
論
会
に
む
け
て
作
戦
会
議
を
開
こ
う
。

 

※
討
論
会
テ
ー
マ
２
回
目
の
討
論
会
の
テ
ー
マ
「
暮
ら
す
な
ら
沖
縄
県
よ
り
北
海
道
が
い
い
。
」
 

３
回
目
の
討
論
会
の
テ
ー
マ
「
６
年
生
に
な
っ
た
ら
弁
当
を
作
っ
て
く
る
べ
き
で
あ
る
。
」
 

 



９．実践をふり返って 

成果と課題 

 指導計画を立てるにあたり、単元の位置づけとして既習の学

習で情報活用の実践力を養ってきたことを前提に考えた。５年

生の「豊かな言葉の使い手になるには」で情報活用能力の実践

力の『つたえる力』を養い、「グラフや表を引用して書こう」

「ようこそ私たちの町」では『あらわす力』養ってきたと考え

た。そして本単元では重点的な実践力の項目として『つたえる力』を養っていけると考え計画をし

た。重点と捉えたのは「つたえる力」であるが、その他の「あつめる力」「なかまわけする力」「く

みたてる力」も様々な学習活動で育んでいくものであると考えた。 

 まず、最初に子どもたちの「つたえる力」を育むために、日常的な取り組みを見直して計画的に

進めていった。上述した通り、ホワイトボードの活用では算数では課題に対しての自分の考えを人

に分かりやすく伝えるために活用ができた。本時の学習では「学級討論会」の準備、作戦会議とい

うことでグループのメンバーが集めてきた資料をもとにして相

手への伝え方を考えるものであった。授業を終えて考察した

ことは、集めた資料の中の必要なものが、資料の全部なのか

部分的なのか判断することが難しいと思った。そこには情報

活用の実践力の「なかまわけする力」や本時ように討論会の

準備においては、聞く側のグループに説得力を持たせるため

の話し合いの順序や討論の「くみたてる力」の指導が改めて

大切だと思った。また、日常的に付箋やホワイトボードは使

ってきたものの、それを整理して分かりやすくすることも大

切である。ホワイトボードは見て分かる、共有がしやすいが一人ひとりの主張がバラバラであり、

その中でも説得力のあるものはどれなのかという話し合いが必要であると思う。グループについて

は今回はクラスの児童の実態から敢えて10人組ということで

行った。当然少人数の方が話し合いは進みやすいこともある

が、反面深まりがでてこないこともある。教師のねらいとし

ては10人の中で小グループ化していくことを期待していたが、

中には結束力を高めようと一人の意見をみんなでサポートす

るグループがあったり、10人組を右の写真のように役割分担

しそれぞれで意見や質問を用意するグループもあったりした。

一つひとつの学習活動の中において情報活用の実践力はあり

それを意識して意図的に指導することの大切さを感じた。 

また、本実践は7月であったがそれ以降、子どもたちにも変容が見られるようになった。いろい

ろな教科において自分の考えを伝えるための手立てを一人ひとりが工夫できるようになった。また、

メモを残すということだけでなく、ホワイトボードを使って子ども会議で地域の人に自分たちの学

校や学級をプレゼンする姿が見られた。学年の終わりでは一人ひとりが６年間のまとめとして自分

のことをスピーチする際には、パワーポイントや一枚の写真を使ってスピーチし、伝えたいことの

中心を意識するようになっていた。 
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（２）授業研究会のもち方 

 

 情報活用能力を育てる過程を授業づくりに組み込んでいくこと、これが、私たち情報教育研究

会が考える「授業デザイン」です。しかし、「川崎の情報教育」で述べられているような今日求め

られているスタイルでの情報教育について、教師のほとんどが子ども時代に児童・生徒の立場で経

験していないと考えられます。そこで、研究活動において、豊かな言語活動を伴う協働的な学びを

基盤としながら、課題解決の過程で情報活用能力を習得・活用・探求していけるような活動を意図

的に設定していくことにしました。具体的には、ホワイトボードや模造紙上で思考ツールを活用し

たワークショップの形式で話し合いを行ったり、常任委員の実践報告をポスターセッション形式で

行ったりしました。本項では、特に、第 1回授業研究会と実践報告会での取り組みについて報告し

ます。 

 

 

〇第 1回授業研究会のもち方 

  国語「学級討論会をしよう」の、学級討論会に向けた準備をする活動を扱った本時において、 

 授業者が意図した「子どもたちの【くみたてる力】を育む活動」になっていたかどうか、という    

 視点を中心に研究討議を行いました。その際に提示したスライドを以下に示します。 

  ①                    ② 

 

 

 

 

 

 

 

 【シンキングツール】考えを進める手続きやそれをイメージさせる図として見せるための  

           手順や図のこと。頭の中にある知識や新しく得た情報を、一定の視 

           点や枠組みに従って書き出すツールである。 

（参考：黒上晴夫「シンキングツール」2012 年） 

  【ワークショップ】本来は「作業場」や「工房」を意味する。講義など一方的な知識伝   

           達のスタイルではなく、参加者が自ら参加・体験し、グループの相 

           互作用の中で何かを学び合ったり創り出したりする、双方向的な学 

           びと創造のスタイル。 

（参考：中野民夫「ファシリテーション革命」2003 年） 

 【ファシリテーター】ワークショップの進行を促す役割を担う人。 

【ポスターセッション】発表者が発表内容をポスターにまとめて掲示し、参加者に説明する  

           発表形式。企画する側としては同時進行でたくさんの発表をこなせ 

           ること、聴衆の側としては興味をもった研究内容をすぐその場で見 

           聞きできること、双方がその場で議論できること、等が利点である。 
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  ③                    ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤                    ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑦                    ⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （写真左）会場校の体育館にて協議会が行われた。常任委員がファシリテーターを務めた。 

 （写真右）各テーブルでの討議内容をポスターセッション形式で全体共有している様子。 
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〇実践報告会のもち方 

 今年度は「情報活用の実践力」（川崎版）を設定し、「重点単元一覧表」の作成に取り組み始めた

初年度です。常任委員が重点単元の一つ一つを主体的に実践しながら情報活用能力についての見識

を深め、知見を蓄えることが大切だと考えました。また、実践によって認識できた課題や成果を共

有していくことが大切です。そこで、年度の後半に各自の実践を報告し合う機会を設定しました。 

 名称：実践報告会 

 日時：平成 27 年 2 月 18 日（水） （90 分間） 

 場所：中原小学校 

 対象：小情研常任委員等 

 内容：① 基本コンセプト 

情報活用能力についての理解を深めるために実践した重点単元について、各自の知見を共有する。 

 ② 発表形式と場の設定 

   ○３部構成 第 1 部：学年部会内の報告。部会内で１人ずつ報告する。 

         第２部：学年部会間報告前半。ポスターセッション形式。 

         第３部：学年部会間報告後半。ポスターセッション形式 

☆第 1 部 

（25 分間） 

 

 

 

 

 

移動・準備 

（5 分間） 

☆第２部 

（25 分間） 

 

 

 

 

 

交代 

（5 分間） 

第３部 

（25 分間） 

 

 

 

 

 

1 年部会 ２年部会 ３年部会 

４年部会 ５年部会 ６年部会 
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    ③発表に関わる準備について 

      必須：作成した指導計画 →発表者の前に置いて、傍聴者が取る。各自 40 部印刷。 

         〔学年・単元名・育成する情報活用の実践力・実践に取り組んでみての考察 

などを 5 分間程度で報告する。〕 

      任意：写真や成果物等  →提示方法を含め各自で用意。電源コンセントは無い前提で。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真の説明）ポスターセッション形式ではあるが、提示方法は自由としたため、様々な手法が見  

       られた。各自の工夫を交流できたという点でも得るものの多い発表会であった。 

左上：ノート PC、右上：模造紙、左中：フリップ、右下：タブレット PC、左下：実物資料 
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４．今後の課題 

今年度の研究活動では、第１回授業研究会で「情報活用の実践力」（川崎版）の試行版を提示し、

国語における情報活用能力の育成を図る授業づくりに取り組み、提案しました。これを皮切りに、

「情報活用の実践力を育成する重点単元」を作成し実践する活動を常任委員各自が進めながら、情

報活用能力についての見識を深め、知見を蓄えることを課題としてきました。常任委員一人一人が

主体的かつ積極的に日常的な実践を積み重ね、実践によって認識できた課題や成果を共有していっ

た結果、「情報活用の実践力」（川崎版）や、「重点単元一覧表」、25 本の「指導計画」それらの実践

方法、といった知見に結実していきました。今年度の活動は、本研究会の研究実践の今後に対して

大きな礎を築くことができたと確信しています。 

今年度の研究活動に関するふりかえりから主なものを抜粋すると 

 

 今年度は「あつめる力」「なかまわけする力」「くみたてる力」「あらわす力」「つたえる力」

の情報活用の実践力を共通認識して、スタートラインが揃った年になった。 

 カリキュラムづくりを通して、自分自身が実践することで教科の中で情報活用能力を育成

することの大切さや価値を感じた。 

 研究と研修がリンクしていた。 

 今年度の重点単元を具体的に授業で実践することが必要。 

 指導計画から本時をきちんと考える作業が大切。 

 （来年度は）今年度の研究を継続する方向がよい。 

 新しい教科書でのカリキュラムづくりを行いたい。 

 国語に限らず様々な教科で情報活用能力の育成ができる単元や場面がある。 

等々     

来年度の研究では、今年度の成果を土台とした「情報活用能力（川崎版）」の検討を深め、それ

が授業デザインに生かされた実践を広く普及させることが目標です。具体的には、授業研究会・研

究と一体化した研修会・プレゼンコンペ・実践報告会・小情研 web サイト等がその手段として挙げ

られます。特に、プレゼンコンペと実践報告会に関しては、会員のみなさんの参会を前向きに検討

したいと考えています。また、「情報活用能力（今年度は実践力）を育成する単元」を「重点単元」

とする概念から発展して、「情報活用能力を育成する場面」を「重点場面」として定義したいと考

えています。「重点場面」を検討することで、国語科に限らず、社会科や理科、総合的な学習の時

間等の学習活動においても、情報活用能力を育成する活動を扱い易くなることでしょう。 

 

※今年度作成した、「情報活用の実践力」（川崎版）や、「重点単元一覧表」、またその指導計画は、 

 小情研の web サイトから閲覧・ダウンロードすることができます。 
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平成26年度　川崎市立小学校情報教育研究会　活動報告〔1〕

日 に ち 時 刻 活 動 名 会 場

4月10日(木) 18:00 拡大事務局会（お知らせ） 中原小

4月16日(水) 15:30 常任委員会① 中原小

5月 7日 ( 水 ) 15:30 常任委員会② 中原小

5月12日(月) 18:00 総会準備委員会（お知らせ） 中原小

14:00
川崎市立小学校
情報教育研究会総会

中原小

18:00 歓送迎会

6月 4日 ( 水 ) 15:30
主任会
　図書主任会
　情報主任会

中原小

13:30 教育課程授業研究日 各会場校

18:00 お知らせ

13:30 教育課程授業研究日 各会場校

18:00 お知らせ

7月 2日 ( 水 ) 13:30 第1回授業研究日 梶ヶ谷小

7月16日(水) 15:30 常任委員会③ 中原小

7月24日(木) 13:00 夏季研修会（ICT)前日準備 中原小

7月25日(金) 9:00 夏季研修会（ICT) 中原小

7月29日(火) 9:00 小教研第52回研究大会

幸市民館・
市立商業高校・
御幸小・西御幸
小

7月30日(水) 9:00
夏季研修会（図書）
及び常任委員会

中原図書館

7月31日(木) 9:30
神奈川県　放送・視聴覚
夏季特別研修会

横浜市
開港記念会館

8月19日(火) 県SLA夏季研究大会
相模原市
東海大相模高校

教育課程報告会 各会場

5月14日(水)

6月11日(水)

6月18日(水)

・夏季研修会
・特別常任委員による研修

8月19日（火）～20日（水）

・研修の推進

授業者　梶ヶ谷小
　　　　　　　　　　禿　信成　先生
6年国語「学級討論会をしよう」

・夏季研修会（情報・図書）確認
・小教研大会準備

センター共催研修前日準備

センター共催研修

内 容

・26年度体制の決定及び確認

・26年度活動計画案、組織編制
・年間計画について
・各種事業について
・総会計画、役割分担

・研究の推進（授業研究会①に向けて）
・主任会の準備と確認
・ビデオ映像創作展応募要項について

・研究会総会準備
（冊子、次第の確認、提案練習等）
・主任会について
（内容、進め方、役割分担の確認)

・25年度　活動報告、会計報告
・26年度　活動計画案、会計予算案、
役員選出
・講演　全国放送教育研究会連盟
　　　　　　鈴木　衆　氏
　　　　　　「放送教育のチカラ」

・視聴覚主任の仕事
・図書主任の仕事
（読書感想文コンクール募集要項と学
校図書館の運営について）

・研究の推進
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平成26年度　川崎市立小学校情報教育研究会　活動報告〔2〕

日 に ち 時 刻 活 動 名 会 場 内 容

8月27日(水) 15:30 常任委員会④ 中原小

9月 3日 ( 水 ) 15:30 常任委員会⑤ 中原小

9月17日(水) 14:00 読書感想文　地区審査 中原小

9月20日(土) 9:00 読書感想文　全市審査 中原小

10月1日(水) 15:30 常任委員会⑥ 中原小

10月29日(水) 15:30 常任委員会⑦ 中原小

11月5日(水) 15:30 常任委員会⑧ はるひ野小

11月7日(金)
平成26年度関東甲信越
放送・視聴覚研究大会

栃木市
栃木文化会館

11月19日(水)

11月20日(木) 合同大会前日準備 麻生市民館

9:30
県視聴覚・放送教育研究
合同大会（川崎大会）

11月22日(土)
オリンピック記念
青少年総合セン
ター

14:00 読書感想文コンクール表彰式
総合教育
センター

14:00
第31回ビデオ映像創作展
地区審査

総合教育
センター

12月17日(水) 15:30 常任委員会⑨ 中原小

9:00
第31回ビデオ映像創作展
全市審査

総合教育
センター

18:00 忘年会

1月14日(水) 14:15 ビデオ映像創作展表彰式
総合教育
センター

2月 5日 ( 木 )
神奈川県小学校教育研究
中央大会　川東大会

2月18日(水) 15:30 常任委員会⑩ 中原小

15:30 常任委員会⑪ 中原小

18:00 納め会

3月27日(金) 9:30 事務局会 有馬小

3月 4日 ( 水 )
・年間反省、研究のまとめ

・26年度年間反省研究冊子印刷
・27年度活動計画

・ビデオ映像創作展　表彰式

・常任委員実践報告会

12月3日(水)

・読書感想文表彰式
・読書感想文　最終校正

・ビデオ映像創作展審査

・読書感想画審査会
・県小研中央大会に向けて
・研究のまとめ、紀要作成について

・ビデオ映像創作展全市審査
12月26日(金)

麻生市民館
はるひ野小中　他

・講演　横浜国立大学
　　　　　　野中陽一　教授
　　　　　　「ICT活用による授業改善」
・公開授業、分科会

11月21日(金)

視聴覚団体・全放連
全国大会

・読書感想文地区審査

・読書感想文全市審査

・研究の推進
・ビデオ映像創作展について
・読書感想文表彰式、読書感想画

・研究の推進
・読書感想文校正作業
・読書感想文表彰式最終確認
・ビデオ映像創作展最終確認
・合同大会に向けて

・研究の推進
・合同大会に向けて

・研究の推進
・読書感想文について

・研究の推進
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２．事業内容 

（１）情報(視聴覚・放送)主任会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校の情報 (視聴覚・情報 )主任を対象にした主任会を開催した。参加人数も 80 名

前後と、例年並みの参加人数であった。  

 各区に分かれての情報交換会では、主任の仕事内容や会員の抱える悩みについて、

常任委員を中心に意見交流を行った。交流会に出た主な項目は、  

・ビデオカメラやデジタルカメラなどの｢機器の管理｣  

・継続して行える｢ホームページ｣の運営  

・新たに導入された｢機器の活用｣ 

・新たに導入された｢校務支援システム｣の活用  

などがあった。会員の方からも実践例などを紹介していただき、主体的に参加する形

になっていた。  

 主任会終了後には、昨年度と同様｢相談コーナー｣を設置した。会員一人ひとりの抱

える問題が違っているため、自分が聞きたいことを聞けるよう設けたものである。今

年度は実物を用意した｢タブレット PC｣と｢校務支援システム｣についての質問が多か

った。主任会終了後の時間であっても多くの会員が熱心に参加してくださり、有意義

な時間になった。  

 

主任会を通し、それぞれの学校での悩みや相談について有意義な情報交換を行うこ

とができた。学校を取り巻く情報環境はめまぐるしく変化しているので、今年度も活

動内容を見直し、来年度の内容や｢相談コーナー｣の設置について検討していきたい。  

日時  平成 26 年６月４日 (水 ) 15：30～16：30 

場所  川崎市立中原小学校  

参加者 80 名（75 校）  

 

当日のプログラム  

 １．はじめのあいさつ  

 ２．本日の主任会の流れについて  

 ３．各区に分かれての情報交換会  

 ４．おわりのあいさつ  

 ※終了後、｢相談コーナー｣を設置し、聞きたい所へ移動  

  ・情報主任 (視聴覚・情報主任 )の仕事について  

  ・情報機器の活用 (50 インチテレビ、デジタルカメラ、タブレット PC) 

  ・放送委員会の運営について  

  ・学校ホームページの運営について  

  ・情報教育の進め方について  
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（２）図書主任会 
 

 

≪日時≫ 平成２６年６月４日（水）１５：３０～ 

≪場所≫ 川崎市立中原小学校 

≪主な内容≫ 

 

・９月の読書感想文コンクール地区審査にむけて、年間の流れ・応募要項の確認。 

 

・図書主任の年間の仕事についての説明。 

・学校図書館の役割についての研究報告 

 

 ・ブックトーク『南アフリカ』   講師 原 伸子先生 

 

・１２月に行われる読書感想画コンクールについて、応募要項の確認。 
 
 

≪１年間の流れ≫ 

６月４日（水） 図書主任会（中原小）

  
 
 
 
 
 

図書主任の仕事
  
９月１７日（水）読書感想文川崎市地区審査会（中原小） 

               
           
 
 
 
 
 
 
 ９月２０日（土）読書感想文川崎市審査会 
 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

１２月３日（水） 読書感想文コンクール川崎市表彰式 
 
１２月１７日（水）  読書感想画審査会 
 

（「本をよんで」表紙と巻頭掲載作品決定 

 

 

２月中旬      「本をよんで」配布 

読書感想文コンクールについて 

図書主任の仕事について 

講演 

読書感想画コンクールについて 

読書感想文コンクールの応募について 

読書感想画コンクールの応募について 

図書主任の役割、学校図書館の役割について 

講演 
図書主任の仕事 

学校代表作品選びと提出準備 

地区入選作品を選ぶ。 

各校図書主任による地区審査 

チェックリスト確認 

神奈川県読書感想文コンクールに応募する作品を選ぶ。 

「本をよんで」に掲載する学校推薦作品決定。 

 （地区入選作品がなかった学校のみ） 

「本をよんで」掲載作品決定。 

神奈川県読書感想文画集 配布 

23



(3)夏期会員研修(ICT) 

 ７月２５日（金）、川崎市立中原小学校にて、川崎市総合教育センターと川崎市立小学校

情報教育研究会の共催研究会を開催しました。「やります！手軽なタブレット活用 みんな

でチャレンジ！」というテーマで行いました。 

 研修は、ICT 機器を授業で効果的に活用することを目的として計画をしました。今年度

は、「中原小学校のよいところを紹介しよう」という課題を設定し、その課題に取り組む中

で、タブレットやパソコンの研修を行いました。 

 まず、普通教室で Sky株式会社から講師をお招きし、タブレット PCや Skyメニューの

使い方を説明していただきました。 

中原小学校のよいところという情報を集めるために、

タブレット PCのカメラ機能を使いました。図書室の工

夫や、飼育しているキジ、地域との関わりが伝わるもの

など、子どもたちがやるように写真をたくさん撮りまし

た。 

集めた写真をタブレット PC で見ながら、どんなテー

マで発表するか、どのタイミングでどの写真を使うかな

ど、情報の仲間分けや組み立てに思考ツールが役立つと

いうことを本研究会の田中先生に説明して頂きました。

その後ホワイトボードにキーワードや役割をイメージマ

ップで整理していきました。 

 パソコンルームでは、鈴木教育ソフトより講師にお招

きし研修をしました。まず、教師の目線で、ソフトの使

い方や、学習活動の位置づけ（教科の目標・情報活用能

力）を確認しました。その後、タブレット PC で撮影し

た画像を読み込んで中原小学校の良いところをプレゼン

テーションしました。 

そして、タブレット PCでもノート PCでも同じ IDで

ログオンすると、プレゼンテーションソフトで簡単に使う

ことができるという環境を生かして、パソコンルームや普

通教室で中原小学校の良いところを伝えあいました。 

 研修の終わりでは、ＩＣＴを活用していくことが、情報

活用能力の育成につながっていくこと、「あらわす」「つた

える」活動の前に、「なかまわけする」「くみたてる」活動

を丁寧に行うこと、そのための思考ツールの活用が有効な

手立てであることなど、研修を振り返って、椎名指導主事

からお話を頂きました。  
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（４）夏期会員研修（図書） 

日時 平成 26年 7月 30 日（水）10:30 

場所 中原図書館 

第一部 「中原図書館の概要と団体貸し出しについて」 

第二部 「本との出合いを通した言語活動」 

講師 川崎市立南野川小学校 教諭 西田 直美先生 

 

研修報告 

 第一部は、前年度に引き続き中原図書館の有効な活用について中原図書館の館長さんからお

話ししていただいた。館内の見学では、普段は見ることのできない自動貸出機や自動書庫など

最新鋭の設備を直接見ることができた。通常の団体貸し出しや、学校向けにテーマ別に用意さ

れた授業支援図書セットについても詳しく解説をしていただき、参加した先生方から「利用法

がわかり、授業で使いやすくなった」「中原図書館を児童にも勧めたい」などの感想が寄せら

れた。新しくなったばかりで、まだまだ知られていない部分の多い中原図書館での研修は、今

後も教職員のニーズがあるように思われる。第二部では西田先生より、読書感想文を書かせる

際に、児童をいかに本と向き合わせ、本の世界に引き込んでいくのかという指導を、自身の実

践を基にして講演していただいた。付箋やワークシートの活用の仕方など大変分かりやすく話

ししていただき、多くの参加者の方からは、「ぜひ授業で実践してみたい。」「こんなやり方は

知らなかった」というような内容の感想があった。授業で使える実践こそ、参加者の学びたい

部分である。できれば来年度も実際の授業での実践を紹介できるような研修を計画したい。 

 

(５) 特別常任委員による研修会 

 日時 平成２６年７月３０日（水）１３：３０～ 

場所 中原小学校 

・・・本研究会の特別常任委員６名を講師として招き、常任委員を対象として前半・後半に分かれ３

つの会場で研修会を開催した。 

青木あゆ子先生 池谷保久先生 山口嘉徳先生 清水弘彦先生 家才子雅樹先生 草柳譲治先生 

校務システム

を利用した円

滑な学校・学年

経営の試み 

情 報 の 出 し

方・受け方～初

歩の初歩～ 

 

映像制作して

みませんか 

日常的な校務

支援システム

の活用 

・授業利用を想

定したソフト

ウエア開発等 

言語力を育む

メディア表現

ワークショッ

プ 

・回覧板の利用 

・学校行事・来

校者の入力

と学年主任

との連携 

・学年会での計

画・調整のポ

イント 

情 報 の 出 し

方・受け方考え

る。実際に起こ

りうる場面を

想定した題材

で考える。 

過去に行った、

神奈川県放送

教育学校視聴

覚教育合同夏

季特別研修会

発表をもとに

紹介。 

日常の校務支

援システムの

活用を中心と

した、校務の情

報化について。 

・自作ソフトの

紹介 

・作成にあたっ

ての基本的

な考え方 

・かけ算九九の 

指導実践 

「逆転時間」と

いうアプリを

用いた、ワーク

ショップ型の

活動 
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（５）読書感想文・読書感想画 

【平成２６年度事業日程】 
 

○第６０  回青少年読書感想文コンクール関係 

●第 ２６ 回読書感想画中央コンクール関係 

☆読書感想文集「本をよんで」第５４号編集発行関係 
 
 

市の活動 県の活動 

6/4 ○図書主任会（中原小） 5/16 定例総会 

○読書感想文コンクール応募要項説明、関係書類配布 6/20 感想文感想画審査委員

名  9/17 ○読書感想文コンクール各地区審査会（中原小）  提出 

●読書感想画コンクール応募要項書類各校配布 8/20 学校図書館夏期研究大会 

9/20 ○読書感想文コンクール川崎市審査会（住吉小）   

☆市審査最優秀、優秀作品寸評記入 10/3 読書感想文コンクール

地  9/20 ☆読書感想文集「本をよんで」掲載者作品等の原稿入れ  区代表作品一覧表報告 

☆読書感想文集「本をよんで」予約申込書・チラシ校正 10/14 読書感想文コンクール

地  ・掲載者名簿原稿入れ  区代表作品搬入 

10/4 ☆読書感想文集「本をよんで」まえがき原稿依頼 10/17 ～10/30 

○読書感想文コンクール市表彰式関係提案  第一次在宅審査 

○読書感想文コンクール市表彰式出席依頼  読書感想文コンクール

第  ○読書感想文コンクール入選者一覧表各校配布 10/31 一次審査結果報告 

10/15 ☆読書感想文集「本をよんで」予約申込書・チラシ 11/13 ～11/25 

・掲載者名簿各校配布  第二次在宅審査 

10/29 ○読書感想文コンクール表彰式事前準備（中原小）   

☆読書感想文集「本をよんで」第 1  次校正（中原小） 11/26 読書感想文コンクール

県  10/31 ☆第 1 次校正原稿入れ  最終審査会 

○読書感想文コンクール表彰式冊子原稿入れ   

12/5 ☆読書感想文集「本をよんで」地区申し込み締切   

～12/３ 代金納入   

12/3 ○読書感想文コンクール市表彰式（川崎市総合教育センター）   

12/10 ●読書感想画コンクール応募作品地区提出   

12/17 ●読書感想画コンクール市審査会（中原小） 12/26 県読書感想文画集校正 

読書感想文・感想画賞状各校配布 1/14 読書感想文画コンクール 

●読書感想画掲載作品原稿入れ  地区代表作品一覧表及

び  ●読書感想画コンクール入選者一覧表各校配布  作品提出 

12 月 ☆読書感想文集「本をよんで」各校で最終確認 1/20 読書感想文画コンクー

ル  12/26 ☆読書感想文集「本をよんで」第 2  次校正原稿入れ  県審査会 

2 月上旬 ☆読書感想文集「本をよんで」発行・各校配布 2/20 読書感想文・読書感想画コ 

2･3 月 ☆読書感想文集「本をよんで」を委員会・センターへ送付  ンクール表彰式 

 2 月中旬 県読書感想文画集発行 
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(６)第 34 回ビデオ映像創作展 
 

① 主旨 

児童や教職員が制作したビデオ映像作品を発表し合うことによって、ビデオ映像制技術の

向上を図り、併せて、伝達したいことを映像によって表現する力を育てる。 

 

② 実施期日    

平成26年12月03日（水） 地区審査会 川崎市総合教育センター  

平成27年12月26日（金） 全市審査会 川崎市総合教育センター  

平成27年01月14日（水） 表 彰 式 川崎市総合教育センター  

 

③ 参加作品 

児童の部：24点  教職員の部：5点  計29点 

 

④ 受賞作品 

＜児童の部＞ 

最優秀賞 秋山さんへ ～はなれていてもずっと友達だよ～  

  はるひ野小学校 ４年１組 

 

優秀賞 せせらぎびっくり映像 下布田小学校  せせらぎ委員会 

                         

優秀賞 久地っ子の主張 久地小学校  放送委員会 

 

優秀賞 自然教室紹介ビデオ 三田小学校  ビデオ・カメラクラブ 

 

奨励賞 アルミ缶回収をよびかけよう 菅小学校  ５年３組 

 

奨励賞 自然教室ビデオレター 坂戸小学校  自然教室お見送り実行委員会 

 

学校賞 該当なし 
 

（学校賞は毎年たくさんの作品を応募し、学校全体で映像作りに取り組んでいる学校を対象として

いる。） 

 

＜教職員の部＞ 

最優秀賞 コバルトブルーをおいかけて 下布田小学校  片岡 義順 

 

優秀賞 給食委員会 梶ヶ谷小学校  中野 伸昭、八重尾 百里 

 

優秀賞 ２年生 かぶとむしそだて隊 飼育日誌 

  南生田小学校  山田 和秀 

 

奨励賞 Happy in Miyazakidai 宮崎台小学校  青木 あゆ子 

 

新人賞 学校をきれいにしよう 下布田小学校  下里 美由輝 
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(７)県視聴覚・放送教育研究合同大会（川崎大会） 

①日時・場所 

平成 26年 11 月 21 日(金) 

全体会：麻生市民館 

公開授業・分科会：川崎市立はるひ野小学校 川崎市立はるひ野中学校 川崎市立高津高等学校 

 

②大会主題 

自ら学ぶ力と豊かな心を育てる情報教育をめざして 

 

③開会行事 

・ 開会の言葉  大会実行委員長 

・ 主催者挨拶  大会会長        

・ 来賓挨拶   教育長  NHK 放送局局長 

・ 表彰      

・ 次期開催地代表挨拶 横浜市 

・ 閉会の言葉  大会副実行委員長 

 

④記念講演 

＜講師＞ 横浜国立大学 教授 野中 陽一 氏  ＜演題＞「ICT 活用による授業改善」 

＜講演の概要＞ 

【ICT を活用した授業の現状と改善】 

 ICT 活用での拡大提示は、授業の改善の第一歩となる。何かを拡大提示して分かりやすく先生が

説明する。あるいは、何かを提示して先生が発問をしっかりすることによって、子供たちの理解が

深まる。一斉指導場面での先生の ICT 活用というのは基本的には学習意欲の向上や知識理解の定着

というところに効くのだと考えられている。これはつまり「教育の情報化に関する手引」に書いて

あるように、教師が情報手段や視聴覚教材、教育機器などの教材・教具を教科の目標達成のために

適切に活用するというところです。そこに ICT を活用することで情報活用能力や思考力・表現力・

判断力に寄与するように授業を改善していかなければならない。しかし、今の段階では教室の ICT

環境の整備が重要。先生が何を映すか、どのように映すか、それに対して指示や説明や、発問をど

のように加えていくかというのが重要になる。新しくデジタル情報の提示をする場面が増えるわけ

ですから、他のメディアとの組み合わせをどうするかが大切である。 

【授業改善の具体例】 

 ３校の事例を見てみると、１つ目は一斉授業における ICT 活用・定着のあとに、学習活動の多様

化が起こる。２つ目は、カリキュラムの開発を通して、学習活動の充実が図られ、それに単発の活

用が加わってくる。３つ目は、言語活動とか総合的な学習の活動を充実した上で、そこにタブレッ

ト端末の活用があり、さらにネットワーク上での情報活用が生じる。授業改善の方向性を資質・能

力・思考力・判断力・表現力あるいは情報活用能力といったものと合わせて考えていくと、どのよ

うに進めていくのか、それぞれ学校が考えていかないといけない。学習活動が多様化し、結果的に

は能力育成に繋がる。 

【教育における情報化のプロセスモデル】 

 情報化を普及定着させるためには、今の教室環境（アナログ）にデジタルの環境が統合されない
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と難しい。そして、定着させるためには、カリキュラムの中にきちんと位置づけることが重要。授

業の中で ICT を活用するというところでは、今までの授業スタイルとあまり変わらない状態で統合

することをやらないと、ここで新しい要素をたくさん入れてしまうと難しい。むしろ、授業スタイ

ルを変える取り組みをアナログベースでやっておく必要がある。これからの課題は、新しい学力観

や資質能力に応じた教育方法を考える、あるいはそれに伴って学習環境全体を考える。そこでもう

一度、今までの授業にあわせた ICT 環境だけでなくて、タブレット端末や他のテクノロジーを導入

して授業を変えていくという試みをしないと、前に進まないかもしれないし、カリキュラムに反映

されないと次にはいかない。 

 

⑤公開授業 

○「ハートフルはるひ野」［メディアからの感動や感性を大切にし、豊かな心を育てる］ 

1 年の国語の学習では、たくさんの物語に触れて読書体験を広げるための手立ての一つとして、

『おはなしのくに』を活用していました。番組視聴後、さまざまな児童の感想を引き出しながら、

今まで読んできた本と似ていたかを思い出させることで、他の昔話や物語へと児童の視点を広げて

いきました。視聴後に様々な活動の工夫も見られ、5 年の特別活動の学習では、キーシーンの静止

画を 50 インチテレビで確認してからロールプレイを行った。問題場面を全員で再度共有することで、「なぜ

問題が起こってしまったのか」、「問題を解決するには何が必要か」という課題を明確にして話し合うことが

できました。そのほかにも、視聴後の感想交流で付箋を活用したり、ふりかえりができるようにキー

シーンの静止画を黒板に掲示したりするなどの手立てがありました。映像教材を見る際には、見やす

いように座席の向きを変えたり、移動したりするなど、子どもたちが映像を視聴することに慣れていました。 

○「情報活用能力」［児童生徒が ICT を活用し、情報活用能力を育成する］ 

1 年の特別活動では、ありがとう」という言葉のやりとりを通して、よりよい人間関係を築くた

めの手立ての一つとして『できたできたできた』を活用しました。視聴後、自分の身近な「ありが

とう」を付箋に書いた後にキーワードで分類し、共有していく活動をしました。3 年の国語では、

自分が調べたことを分かりやすく発表するために、組み立て・まとめ方・発表の仕方(教材提示装

置・スライド・紙芝居)を考えました。6年の国語では、あらかじめ短冊に書いておいた文章「情報

カード」を並び替えたり、新たに書き足したりしながら構成をすることで、一番伝えたいことを文

章のどこで伝えるかを考え、自分なりの解釈を分かりやすく伝えることができました。 

○「ICT 活用」［ICT を活用し、「わかる授業、楽しい授業」を目指す］ 

3 年の体育では、学習の途中で、タブレット PC で「はりきり体育ノ介」を個別に見せて、ポイントの

確認ができる場がありました。子どもはお腹に鉄棒を引きつけられるよう意識して取り組んでいました。

4 年の社会科で神奈川県の特色の学習で全体に発表する場面では，教材提示装置で 50 インチモニタ

に映した地図を指すことで、クラス全体で着眼点を共有しながら神奈川県の様子をつかんでいる様

子が見られました。5 年の理科では、児童が新聞の天気予報欄の切り抜きやインターネットから調

べてきた資料、自分が観察した空の写真など多岐にわたる情報を集めていました。各種メディアを

活用して情報収集していることからも、自らの力で課題を解決していこうとする態度が育っている

ことがうかがえました。事前に用意しておいた雲の流れや全国の降雨状況などの動画は、児童が自ら

たどり着いた天気の変化する理由に対しての回答となり、児童は自分の考えに自信を持ち、天気が変化

するメカニズムを理解することができました。 
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３．Web サイト・情報かわら版 

 川崎市立小学校情報教育研究会（小情研）WEB サイトでは、下記のようなコンテンツを公開し、

随時更新しています。 

 

■活動予定について 

Google カレンダーを利用して、本年度の活動予定を 

公開しています。どなたでも、スマートフォンなど 

に同期させて、簡単に確認できます。 

 

■研究について 

今年度までの授業研究の教科・領域や単元名、授業

にあたり作成した指導案を公開しています。 

 また、本年度は情報活用能力を育てるための重点単

元について、20 以上の指導計画案も公開しています。

詳しくは次のページをご覧ください。 

 

■事業について 

図書主任会や情報・視聴覚主任会、各種研修会など、

情報研が関わる事業や研修に関する紹介です。 

 

■広報紙「情報かわら版」の閲覧・提供 

研究授業や各種研修会、主任会などの様子について、随時かわら版を発行して市内各校にお知ら

せしています。このページでは、その最新号やバックナンバーの PDF ファイル版が閲覧・ダウンロ

ードできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■資料室 

各年度の研究紀要や、「感想画中央コンクール（読書感想画）」「ビデオ映像創作展」のご応募に関

する各種資料の PDF ファイルを、ダウンロードすることができます。 

 また、本年度からはビデオ映像創作展の表彰式で流される、受賞作品のダイジェスト映像の一部

をご覧頂けます。日々の教育活動の中で生まれたすてきな映像作品・映像教材を、ぜひビデオ映像

創作展に応募してください。 ※映像は KEINS 内でのみ視聴できます。 

トップページに活動予定を表示。お手持ちの

スマートフォンのカレンダーに取り込んでご

利用頂けます。 
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■「情報活用能力を育てる授業デザイン」指導計画 

情報教育研究会では、「情報活用能力を育てる授業デザイン」というテーマのもと、情報活用の実

践力を「あつめる力」「なかまわけする力」「くみたてる力」「あらわす力」「つたえる力」の５つに

分かりやすく細分化し、それらを育むための手立てについて研究を進めています。 

情報活用の実践力を育むための重点単元一覧と、年間数本の研究授業だけではお伝えしきれない

その指導計画の数々を、WEB で閲覧・ダウンロードできるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他、小情研の活動に関するご報告や、役立つ資料のご提供など、皆さんのお手伝いができるよ

うな WEB サイトを目指して、本年度も更新を続けていく予定です。 

情報活用の実践力

情報活用の実践力を育てる重点単元一覧

1 単元につき、 

複数の指導計画がある時は 

分岐します。

指導計画 PDF

 

指導計画 PDF

指導計画 PDF
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お	
 わ	
 り	
 に 
 
 
	
 世の中が急速に情報化を進めています。コンピュータがすべての物事の仕組みの中に組

み込まれ、世の中を動かしています。ネットワークで情報が共有されることにより、物事

の仕組みや進めかたが効率的でわかりやすくなり、確実に「進化」を果たしています。私

達はかつては思いもよらないような便利で過ごしやすい生活できるようになりました。 
	
 ネットワーク社会は私達にさまざまな恩恵をもたらしてくれています。また、個人レベ

ルでもタブレットやスマートフォン等のメディアが普及し、今や、ほとんどの人が常に持

ち歩き、最新の情報を活用し、人と繋がりながら生活することができています。そのこと

は素晴らしいことであり、歓迎すべきことです。 
反面、どんなことでも「進化」に伴って起こることは、今までの通例や方法を捨て去る

こと、また、新しい社会を生きるための技術や能力を育てていくことです。利用者である

人が新しいことに適応できなければ、進化は滞り、さまざまな支障が起こってきます。実

際に、ネット上での様々な事件や事故が起こり、活用能力の欠如によりＳＮＳ等での人同

士のトラブル等が続発し、大きな社会問題が起こりつつあることは残念なことです。 
そのような状況の中で、私たち情報教育研究会は、子ども達がこれからの社会の禍に巻

き込まれることなく、自分らしく、輝いて生き抜くために、「児童の情報活用能力の育成」

ということを中心テーマに据え、その実現を目指した授業や子ども達の学習活動のあり方

を明らかにしていく取組を進めています。具体的には、小学校段階の子ども達の情報活用

能力を育成するためには、どのような授業デザインが効果的なのか、どのような場面に、

どんな指導法が適しているかなどを協議し、研究を深めています。 
授業研究会では、常任委員全員で授業検討を行い、全会員と共に指導に関すること、子

どもに関すること等を皆で話し合うことができました。また、常任委員は各自テーマを設

定しての個人実践を行い、その成果をまとめ発表し合うことによって研究成果を共有し、

互いに学び合いました。また、秋には神奈川県放送視聴覚合同大会の場で川崎の情報教育

に関する取り組みを広く発信することができました。 
研究の取り組みは時間がかかり、地道な作業ですが、子ども達が「生きる力」の大切な

部分である情報活用能力を身につけ、自分らしく生きていくことにつながると思えば、と

てもやりがいのある、楽しい時間に感じられます。 
『川崎の情報教育の推進』という私たち情報教育研究会の役割を再確認し、今後も研究

活動を推進していきたいと思っております。 
	
 最後になりましたが、本研究会の活動に的確なご指導と多大な支援をいただきました、 
川崎市教育委員会、川崎市総合教育センターの皆様にお礼を申し上げますとともに、今後

も引き続き、ご指導、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 
 
 

 
川崎市立小学校情報教育研究会 
副会長	
 	
 井	
 部	
 良	
 一 
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 平成２６年度 

川崎市立小学校 

情報教育研究会 

  組織図  

役 

員 

事
務
局
会 

図書館事業部 

 ・読書感想文ｺﾝｸｰﾙ 

 ・読書感想画ｺﾝｸｰﾙ 

 ・表彰式 

 ・本をよんで 

・県読書感想文画集 

 ・司書教諭 

  ・図書主任会 

 

 

視聴覚事業部     

・情報・視聴覚主任会 

・ビデオ映像創作展 

・ビデオ映像創作展 

表彰式 

 

 

研究部 

事業部 

広報部 

研修部 

関連団体連絡調整 

・会 長    

・顧 問    

・副会長    

・事務局長   

・事務局次長  

・書 記    

・会 計    

・会計監査   

・研究部長   

・事業部長   

・広報部長   

・研修部長  

事務局会 

企画会 

・事務局会・各副部長 

・関係担当者 

１． 川崎市学校視聴覚教育研究協議会 

（神奈川県放送教育研究協議会）（神奈川県視聴覚教育研究協議会） 

２． 全国放送教育研究会連盟 

３． 日本学校視聴覚教育連盟 

４． 日本教育工学協会 

５． 情報化推進協議会＜センター＞ 

６． 平和教育映像教材等選定委員＜センター＞ 

７． わが町かわさき映像創作展審査委員会＜センター＞ 

８． 川崎市学校図書館協議会＜２年継続＞ 

９． 読書のまち かわさき事業 

１０． 神奈川県学校図書館協議会 

１１． 読書の学校 

１２． かわさき図書館フォーラム 

視聴覚事業部 

図書館事業部 
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【役員・特別常任委員】

会長 中田　浩彰 （有馬小校長）

金子　進一郎 （東大島小校長） 長沼　国徳 （渡田小校長） 飯田　智芳 （白幡台小校長）

竹口　政雄 （新作小校長） 横田　不二夫 （西有馬小校長） 井部　良一 （はるひ野小校長）

山田　和秀 （南生田小校長） 小松　良輔 （金程小校長） 若林　民夫 (中原小教頭）

水沼　富士位 （旭町小教頭） 和田　和子 （小田小教頭）

顧問 平井　弥三郎 （中原小校長）

事務局 田中　啓介 （有馬小） 片岡　義順 （下布田小） 佐藤　俊明 （苅宿小）

会計 中田　優夏 (下平間小） 宮崎　誠 （平間小）

会計監査 岩田　昭彦 （百合丘小教頭） 藤生　豊 （野川小教頭）

山口　嘉徳 （苅宿小） 池谷　保久 （大戸小） 清水　弘彦 （下小田中小）

家才子　雅樹 （梶ヶ谷小） 青木　あゆ子 （宮崎台小） 草柳　譲治 （南原小）

町田　和隆 （長沢小）

【常任委員】

川崎区 小松原　和人 （東小田小） 浜崎　俊治 （大島小） 治田　直美 （藤崎小）

幸区 中田　優夏 （下平間小）

中原区 池田　ふみ子 （下沼部小） 中村　幸江 （下小田中小） 鈴木　聡 （下小田中小）

逸見　哲郎 （下小田中小） 佐藤　俊明 （苅宿小） 宮﨑　誠 （平間小）

藤沢　俊太 （中原小） 中川　ひとみ （中原小） 金子　将司 （今井小）

高津区 関谷　洋平 （末長小） 禿　信成 （梶ヶ谷小） 細川　直弥 （梶ヶ谷小）

中尾　有希 （久末小） 久場　俊実 （久地小）

宮前区 田中　啓介 （有馬小） 福山　創 （平小） 武野　結基 （平小）

西田　直美 （南野川小） 黒田　俊介 (富士見台小) 清田　賢治 （白幡台小）

多摩区 片岡　義順 （下布田小） 石橋   純一郎 （三田小） 平野　智久 （三田小）

今　麻由子 （南生田小）

麻生区 三浦　美保 （はるひ野小） 栗栖　里加 （はるひ野小） 大平　慎也 （はるひ野小）

松本　武 （千代ヶ丘小）

平成26年度　研究に携わった人

副会長

特別
常任委員
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